
定期点検表は、手すりの経年劣化状況をお客様ご自身で確認していただき、劣化兆候があれば建物管理責任者（管理会社）
様、ご購入された販売会社様、または三協アルミお客様相談室に速やかにご連絡いただき、点検や修理などを受けて、より長く
安全にお使いいただくことを目的とします。

定期点検表（定期点検の記録）

点検実施日

年 月 日

※各点検項目について、劣化兆候がある場合は「有」、 劣化兆候がない場合は「無」、該当箇所がない場合は「ー」に○を
つけてください。

No.

メモ

点検項目

有 無 ー

有 無 ー

有 無 ー

有 無 ー

有 無 ー

有 無 ー

有 無 ー

有 無 ー

有 無 ー

有 無 ー

有 無 ー

有 無 ー

劣化兆候有無 劣化が進行した場合に伴う具体事例

手すりをゆするとグラグラする。 手すりの脱落や落下

手すりの脱落や落下

手すりの強度低下

手すりの強度低下

人のすり抜けによる墜落

ガラスの脱落や落下・切傷けが

パネルの脱落や落下

パネルの脱落や落下

切傷けが

手すりの強度低下

鉄芯材の腐食・手すりの強度低下

手すりの強度低下

ねじ・ボルトがゆるんでいる、抜けている。

笠木・支柱・方立が変形している。

二段笠木・下弦材が変形している。

手すり子が変形している、はずれている。
（すき間が広がっている）

ガラスが割れている。

パネルが変形している。

パネルを止めている押さえ材がはずれている。

キャップがはずれている。
（部材の小口がむき出しになっている）

手すりが腐食している。

支柱の下部からさび水が出ている。

手すりの建物取り付け部にひび割れがある。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

【墜落防止手すり】

No. 点検項目

有 無 ー

有 無 ー

有 無 ー

有 無 ー

劣化兆候有無 劣化が進行した場合に伴う具体事例

歩行補助手すりをゆするとグラグラする。 歩行補助手すりの脱落や落下

歩行補助手すりの脱落や落下

歩行補助手すりの強度低下

切傷けが

ねじ・ボルトがゆるんでいる、抜けている。

レールが変形している。

キャップがはずれている。
（部材の小口がむき出しになっている）

①

②

③

④

〈点検表は必要に応じ、コピーしてお使いください〉

【歩行補助手すり】

4. 定期点検について（定期点検のお願い）
ご使用中に色々な不具合が発生する場合があります。また、風などによって繰り返しかかる荷重や振動により、ねじ・ボルトが
ゆるむ場合があります。
そのままにしておきますと破損し、落下や転落など人身事故や物損事故につながるおそれがあります。
次のような不具合がないかどうか、お手入れのときなどを利用して定期点検してください。
点検の目安は年に1～2回程度です。
8ページの「定期点検表」を使用し、点検の結果を記録してください。

①手すりをゆすると
グラグラする。

②ねじ・ボルトが
ゆるんでいる、抜けている。

③笠木・支柱・方立が
変形している。

④二段笠木・下弦材が
変形している。

⑤手すり子が
変形している、はずれている。
（すき間が広がっている）

⑥ ガラスが
割れている。

⑦ パネルが
変形している。

⑧パネルを止めている
押さえ材がはずれている。

⑨キャップが
はずれている。
（部材の小口が
むき出しになっている）

⑩手すりが
腐食している。

⑪支柱の下部から
さび水が出ている。

⑫手すりの建物取り付け部に
ひび割れがある。

【墜落防止手すり】

①歩行補助手すりをゆすると
グラグラする。

②ねじ・ボルトが
ゆるんでいる、抜けている。

③ レールが
変形している。

④キャップが
はずれている。
（部材の小口が
むき出しになっている）

【歩行補助手すり】


